






せています．
　また，安全率を十分に見積り，とく
に安全性に影響を及ぼす部品はさらに
注意して製造し，最終の出荷前に加速
ランニング試験を実施しています．
　メカ　故障について，どのように考
えていますか？
　東芝　壊れることは避けられないこ
とですが，壊れても壊れたなりに動き
続けることが大事です．機械装置が止
まっても X 線はちゃんと出るなど，
極力臨床が続けられるように設計して
います．緊急の場合ではなおさら大事
です．また，サービスは壊れてから直
すのではなく，事前に故障を予測して
部品を用意しておくように展開してい
ます．
　メカ　医療機器独自の設計の難しさ
はありますか？
　東芝　X 線被ばく，機械安全（患者
さんや装置への接触，機械の落下等），
電気安全（感電，EMC（電磁環境適
合性）），生体適合性などが民生製品開
発とは異なり，難しい部分です．また，
新しい製品を開発したら国の認可を取
る必要があります．既存製品の改良で
は 3 カ月程度，まったくの新製品は
治験が必要なので年単位の時間が必要
となります．
　メカ　製品のデザインはどのように
設計していますか？
　東芝　デザインは，患者さんに優し
いことも重要ですが，いかに操作者（医

師や技師）が使いやすいかにもポイン
トを置いています．操作者が使いやす
い装置，負担が少ない装置にすること
によって，結果的に検査がスムーズに
早く終わり，患者さんの負担も軽減し
ます．これらの現場の声を吸いあげる
ための決まったシステムがあるわけで
はなく，開発者が直接，ユーザの話を
聞いたり，サービスマンやアプリケー
ションスペシャリストがユーザをフォ
ローに行った際に要望を聞いたりし
て，開発部にインプットしています．
開発部では，それらをまとめ，デザイ
ンの素案を考えます．重点的な調査が
必要な場合は，お客様と共同研究契約
を結んで，協力していただく場合もあ
ります．
　メカ　今の医療機器に求められてい
るものは何ですか？
　東芝　画像診断機器でいうと，高い
クリニカルバリュー（臨床価値）の提
供です．つまり，真に必要な情報が最
小限のリスクや負担で実現されること
です．

5 おわりに

　医療機器のメーカを見学するのは初
めてであったが，エンジニアの技術開
発目標が，測定精度のような技術的課
題を解決することだけでなく，いかに
患者さんに負担をかけないか，いかに

使用者が使いやすいか，といったこと
を考慮していることが印象的であっ
た．東芝メディカルのような医療機器
メーカの努力があって，医療の品質は
どんどん向上していることがわかる．
最後にエンジニアの方の話を紹介した
いと思う．「昔，病院で診察に立ちあっ
たとき，胸が痛いとふらっと来た患者
さんがいました．最初の造影で影がな
いんですよ全く．つまり血管が詰まっ
ているわけです．その日のうちに治療
をして無事帰宅されたんですが，もし
そのまま帰っていたら多分その日のう
ちに亡くなっていたと思います．こん
なことから，自分の仕事は人の命にか
かわって貢献しているんだなと，すご
くやりがいを感じました．」
　今回の見学にあたり東芝メディカル
の多くの社員の方々にお世話になりま
した（図 6）．製品の説明やインタ
ビューにも長時間にわたり丁寧に対応
してくださり，大変有意義な見学とな
りました．この場を借りて深く御礼申
し上げます．

（文責　メカライフ学生編修委員　秋
元健太郎，居合　徹，塚田　匡，中村　
恭子，宮嵜哲郎）

図 5　超音波診断システム 図 6　メカライフ学生委員と東芝メディカルシステムズの皆様
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